遠 藤 (岩 野) 清 子 



長 谷川 時雨 



のぞ 

視 いて 言った。 

黒い 雲が 出て いる。 もっと 丁寧に いうと、 朱の なか 

へ、 灰と、 黒と を 流し こんだ ような 濁りが たなびいて 

ちが 

いる。 こちらの 晴天と は 激しい 異 いの 雲行き だ。 

赤 坂から は、 上野 公園 奥の、 谷 中 墓地まで は、 だい 

ぶ 距離が あるので、 大雨に は、 神 田へ かかる と 出合つ 

ご 1 つとう 

てし まった。 冬の 雨に も、 こんな 豪宕 なのが あるかと 

思う ば か りの すさまじ さ だ。 

私 はすつ かリ 湿つ ぼく、 寒つ ぼくな つてし まって、 

やがてお 寺へ 着いた が、 そこで は、 そんなに 降らな か つ 

たの か、 午前中からの 暖かい 日 ざしに、 何処も かも 明 



小皺で もない。 

—— その 間に、 こんなに も、 こんなに も、 女人の 出 

る 道 は 進展した 

よ いきいき いつ 

前の 夜、 あまり 生々 した グル— プ のなかで、 何時 ま 

でも いつまでも 話し こんでいた あたし は、 あんまり 

異 つた 仲間の なかに いて、 たしかに 戸 まどい もして い 

るの だった。 年月な どと いう もの を、 さほどに 意識し 

ない 日頃であって、 1| 時 も 若い 友達と 一緒にな つてい 

られる 幸福の ために、 かえって、 死 もの 狂いであった 

1. これ かれ おもて 

誰彼な しの 過去に、 ひたと、 面 を こすりつけられ たよ 

うな 思いだった。 



挨拶 をして いられる。 

それ をき くと、 周囲の 人が わ やわ やとして、 

「長い間、 お 心が 解けなかった そうです が、 いま、 お 

兄さんが そう 仰し やった ので、 これで、 仏 さまとの 仲 

も、 解けて —— 」 

ひとこと つづ 

と、 いうよう な 意味の 言葉 を、 一 言ず つ、 綴る ように 

きょうだい 

言った。 とはいえ、 解け あわぬ 兄妹 でも、 遺骨 は 墓地 

に 納めさせて くれて あつたの を、 その 人々 も 知ってい 

る。 墓 を 建てた の を、 差 出た こと をした と 思われない 

ようにと も、 友達た ち は 老人 をいた わるよう にいった _ 

「どういたしまして、 よく、 あれの 心 を 知って やって 



くださる、 あなた 方に、 こうして 頂いた 事 は、 よい 友 

達 を もった、 彼女の 名誉で —— J 

と、 兄と いう 人 は 思慮 深く いうの だった。 

あ 0. 

「あなた 方 は、 彼女の ことば かりお 聞きな さって で 

しょうが 」 

と、 老人 は、 感慨 を 籠め て、 わたくし も 困りました と 

言って いた。 

そんな 事 も、 よく 聞きたい が、 老人と わたしの 座と 

は、 かなり 間が へだたつ ている。 それに、 洋服の 男子 

が、 その 老人の 方へ むかって 坐って、 何 か 話しかけて 

いるので、 老人の いう こと は、 半分 もき こえて こな か つ 



後向きの 男の人の 一 人が、 そんな ふうに 言って いる _ 

も 一 人の 人 は、 遠 藤氏と い つ て 清 子さん と は 同姓で 

あって、 死ぬ きわまで 一緒に 暮 していた 人 だとい うこ 

と を、 誰だった か、 ささやい ていた。 

雑誌 『青 鞛』 や、 その他の 書籍が ひろげられて、 な 

き 人の 書いた ものが 載って いるの を、 人々 は 見廻した _ 

しめ やかで は あるが、 わ やわ やした なかな ので、 気分 

ちかま 

も 悪い わたし は、 近間で 話して いる、 ほんの 一 つ 二つ 

の 逸話し か 耳に 残らなかった。 

にほんがみ いちょう 

「ごく 若い 時には 日本 髭が すきで ね。 それ も、 銀杏が 

きれ はなぐ し 

えしに 切 を かけたり、 花 櫛が すきで、 その 姿で 婦人 記 



味 性 を 害 ふの 感 ある も、 誰も 泡 鳴の 天賦 を 疑 ふ 

もの ある を 聞かず、 彼が 文学的 円熟 期に 入らず し 

て 死せ る は、 最も 惜しむべき ものと す。 泡 鳴 初め 

浪漫主義 を 信じ、 転じて 表象 主義に 入り、 再転し 

て 霊肉 合致よ リ 本能の 重大 を 力説して 刹那主義な 

る 新語 を錶 造せ り。 泡 鳴 は 人生の 神秘 を 意識し、 

その 絶対的 単純化に 依る 生活力の 充実 を 期せる も 

のな り、 遂に 彼 は、 その 信念 を 進めて 新 日本 主義 

となせ り。 思 ふに 泡 鳴 は、 一 時代 先んじた る もの 

まさ きた 

にして、 将に 来らん とする 時代 を 暗示せ り。 

碑文 は ヨネ. ノグチ 氏の 撰で ある。 (句点 は 仮に 読 



みやすい ように 筆者が 入れた。) 

死ぬ る こと 愚 なりと いひて 

高 笑 ひ 君 はまこと に 

命 惜しみき 

かんばら ありあけ 

泡 鳴子 をお もうと、 蒲 原 有 明 氏の 歌 も 刻され て ある 

かくの ごとき 文人と、 その 最も、 思想 的に も 人間的 

にも 精悍であった であろう 時期に、 深い 交渉 を もった 

のが 遠 藤 清 子な のであった。 

一方に 泡 鳴 氏が、 一風 も 二 風 も ある、 風 変り の 人で 

あるのに、 彼女 もまた、 一通りの もので ない 考え を、 



る。 そして、 その 最初の 恋 を、 心の底に いつまでも 宿 

していた。 

彼女 は、 明治 末期の、 女性 覚& 期に 生れ あわせて、 

彼女 は 大きな 理想の もとに、 それまでの 女性と は 異な 

る、 生活 方針 を 創造しょう とした。 我国に おいて 最初、 

覚醒 運動 を 起した 仲間の 一 人な ので、 彼女 は 彼女の ゆ 

く 道 を 正しく 歩もうと 闘かった の だ。 その 理想主義 者 

—— 泡 鳴に いわせれば 口 ー マン 主義者の、 愛の 闘争 は、 

破れた といつ て も 決して 敗北と はい われまい。 

こつぜん ひょうぼう 

そこへ 忽然と 現われた のが、 半 獣 主義 を 標榜す る 

泡 鳴だった の だ。 



ない 室に 眼 を やった —— その 寝間から、 いびき は 洩れ 

てく るの だった。 

「あんなに、 泣いたり、 怒ったり しても、 よく 寝られ 

る もの だ ご 

清 子 は 毎夜の ように 持ち あがる、 二人の 間の 暗闘 I 

I 許す、 許さぬ の 絡み あい を 思った。 俺 は 腹 を 切る と 

ささ 

い つ て 怒る かと 思えば、 これほど 熱愛 を 捧げる 誠意 を 

く まくら 

酌まない のかと 泣く 男が、 枕に つくと 、ぐっすりと 寝 

てし まう の を、 不眠症に なって しまって、 朝まで 眠れ 

な い 自分と を 思い くらべた。 

—— けれど、 だんだん 私 は 岩 野 を 好きに なって いる • 



と 思わない わけに は ゆかない。 けれど、 恋 勢 の 芽 もま 

力 t リ 

だ 宿して はいない と、 心で 頭 は 横に 強く 振った。 

そんな こと を 思う 傍らで、 まだ 移転の 日の つづき を 

思い出して いるの だった。 翌日に 着いた 泡 鳴の 荷物 は、 

よぎ て あぶ 

荷車に 二 台の 書籍と、 あと は 夜着と、 鉄の 手焙り だけ 

だった。 

かに かんづめ 

「僕 は、 なにしろ、 蟹の 缶詰で 失敗した から、 何にも 

ない。 洋服が 一着 あるの だけれ ど、 移転の 金が 足りな 

かった から、 質に 入れて しまった ご 

その 費用の 幾分で も、 分担し ようと、 清 子が 銀時計 

を 出す と、 



しみじみ つら 

沁々 と 訴えられ るの は 愁い。 自分の 思想 を 守る のに、 

そんな ことで 屈伏したり、 陥落 は 出来ない とも 思った。 

最初の 「霊の 恋」 の 対 手の 男 は、 もう、 すっかり 醒 

めて しま つてい るのに、 

「あなた は、 泡 鳴 氏と、 もう 結婚した のです かご 

と、 この 同棲の 新居へ 訪ねて 来て 言った。 

「どうと も、 あなたの 御 想像に まかせます ご 

と 答えた だけで、 並んで 月 を 見た。 泡 鳴 も それ を 見て 

いやみ しろじろ 

いた。 あとで 嫌味 をい つたが、 十月の 冬の 月 は、 皎々 

と^え 渡つ ていた。 

お 互の 胸 は、 月と 我々 との 距離 だけの 隔りを 持って 



いると、 その 時 はっきりそう 思った。 その 男への 執着 

でな く、 霊の 恋の 記念の もの だけが 焼きす て かねて、 

再び 見まい、 手に も 触れまい と、 一 包に くくって、 

行李の 底に 押 籠んで しまった。 

—— だから、 言って 見れば、 泡 鳴に、 霊の 恋が 芽 生 

えさえ すれば^; いの だ —— - 

けれど、 それ は、 半 獣 主義 を 標榜す る 人に 無理 はわ 

かってい る。 といって、 それが そうなら ないから こそ 

もろともに 悩み 呻吟く ので はない か 

のきば すずめ 

彼女 は、 窓の 外の、 軒端で 笑って いるよう な、 雀の 

ふとん 

朝の 声 をき くまいと した。 蒲団 を ひき かぶる ようにし 



て、 外 は、 霜柱が 鋭い ことで あろうと 思った。 なにも 

かもが、 きびしす ぎる と 感じながら、 自分の 主張 は 曲 

げられ ない と、 キッシ リと眼 を 閉じて いた。 見かけ だ 

け は 仲の 妒ぃ、 新婚 夫婦に 見えて、 霊肉 合致の 域に い 

しのぎ 

たるまで、 触れさせまい とする 闘いに、 互に 心 肉の 鎬 

を 削って いる、 妙な 生活！ 

去年の 今ごろ (明治 四十 一年) は、 日本 婦人の 権利 

擁護の ために、 治安警察 第 五条 解禁 の 運動に 朝から 晚 

まで 蚯け 廻って いた もの だが、 今年 は 肉と 霊との 恋愛 

合戦に、 血み どろの 戦いだ！ 

すく おお まるまげ 

彼女 は、 首を縮めて、 ふとん を かぶる と、 大丸鬅 が 



と、 言って いたが、 

「さあ、 これが 証文 だ ご 

何 か 書いて 渡して いる 様子だった。 帰して しまう と、 

六 畳の 部屋へ 顔 を 差 入れて、 化粧 をして いる 清 子の 鏡 

のなかへ、 自分の 顔 をう つし こんだ 泡 鳴 は、 

「彼女 だよ、 放浪 (小説) の モデルの 女 は。 缶詰 事業 

のとき、 彼女の 着物 も 質に 入れて しまったので、 返し 

て くれと いって 来たの だ。 金がなければ、 証文に しろ 

といって、 持って いった ご 

清 子 は、 今 帰って いった 女の ことな ど は、 あんまり 

気にならなかった。 鏡に むかって、 鬢を掛 きながら、 



同情 を もつ て 読んで みょうと 思う とい つたり して いた- 

立場の 違う 苦しみに、 互に、 弄り 殺しの ような 日 を 

おくりながら、 二人の 相愛の 気持ち は 日々 に 深まって 

いったの だった。 日記 をつ ける のに も、 岩 野 氏と か、 

泡 鳴 氏と か 書いた のが、 「君」 となった が、 三月ば かり 

あるじ 

する うちに、 主人と いう 字に なった。 

ひと ひと 

「あの 女って、 随分 失礼な 女 だ。 不作法った つてなん 

だって、 教養の ある 婦人 だとい うのに、 いつだつて 案 

内 もな しで、 いきなり 上り こんで くるなん て 我慢が 出 

来ない ご 

彼女 は 先妻の 幸 子が、 いつもの 癖で、 ずかずか 上り 



の 愛の 要求に 錯誤が あるから だと、 彼女 は 悩みに なや 

みぬいた、 その 夜の 夜明けに、 いよいよ 気分 を かえて 

新しく 彼 を 愛して ゆこうと 決心した。 

r 理智の 判断 を 捨てて しまって、 盲目に 恋に 身 を 投げ 

だそう。 そうしたら 泡 鳴 も 満足し、 自分の 淋し さも 消 

える かもしれ ない ご 

自分 を 没く なすこと は、 もっと 大きな 自分 をつ くる 

ために 必要 かもしれ ない と、 彼女 は 自分に 言いき かせ 

た。 そして、 それ をす るなら ば、 それ は 今日 だ、 この 

覚悟が 崩れない うちにと 思った。 

打明ける に は、 快 い 顔 をして いたかった。 気分 を 



釣鐘 マントの 流行 は 大正 三、 四 年 ごろだった。 その 

す 力 t みやな 力 

時分に、 この 夫妻 は大阪 から 帰って、 東京 巣鴨宫 仲に 

住んで いた。 四 年の 夏の ころ、 清 子の 健康 はす ぐれて 

いなかつ たこと や、 大正 十二 年に 九 歳 位 だとい うのに 

も 合って いる。 しかも、 泡 鳴 氏が 清 子さん に 別れる 時、 

「もう、 あなたと も、 永久のお 別れです ね ご 

といった とき、 泡 鳴 氏 はこうい つてい る。 

「おれ はそう は 思わない。 いつ 喧嘩して 帰って来 るか 

も 分らない。 それに 坊や は 時々 見に くるよ ご 

かんばら ふさえ のち 

泡 鳴 氏 は、 そのころ、 筆記者に 雇った 蒲 原 房 枝 (後 

の 夫人) と、 不義の 交わりが つづいて いたのだった。 



彼女 はこん な こと をい つた ことがある。 

かんだ あやせ すみ だが わ 

「あたし は 芝で 生れて 神 田で 育って、 綾瀬 (隅 田 川上 

流) の 水郷に、 父と 住んで いた ことがある。 あたしの 

うち 

十二の 時、 桜の さかりに 大火 事に 焼かれて、 それで 家 

は 没落し はじめた のです。 その 時の、 赤い 赤い 火事に、 

幼い 心 をう たれた 紅 さと、 泡 鳴 氏が 出て いった 夏の 日 

の —— 八月で したが、 あの 真昼の、 まつ 白な 空虚 さは、 

心から も、 眼から も わすれられな いご 

氺 

きリ ばな 

その後の 清 子さん は、 切 花や、 鉢植の 西洋 花 を 売る 

店 を ひらいた。 
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